



島 根 茂 雄
当研究室は昭和43年(1968)に開設された。土壌肥料学関係研究室の設置は,そ れまで農学
部に置かれていた農産製造学科が農芸化学科に発展するための必要条件であったと聞いている。












かの典型的七壌に栽培 してそれ らの生育と養分吸収量を測定 し,植物栄養学的特性を浮かび上が
らせることができた。
2.土壌の毛管構造を応用 した生活排水処理 システムの問題。
毛管水を中心 とする土壌水分の特性を応用 した汚水処理用毛管浸潤 トレソチ法は,そ の開発者
新見正氏のユニークな発想 とともに,頗る興味ある方法である。私達は稼働中のいくつかの施設
について調査をすすめ,浄化過程を詳しく追跡 した。また装置の作用メカニズムを追跡するため
の室内モデル装置を試作 し,有効なデータを集積 した。農村地域の都市化が激 しく進行しつつあ
る中で,環境保護や資源の有効利用の観点からも,汚物,廃棄物処理に有効な方法の開発は今後
一層重要な課題となるであろう。上の研究 とは主題がことなるが,農学科の佐野教授の主導のも















用な知 見がえられた。中林氏は1991年度 より本学の専任助手に採用 され,明1993年度よりは専
任講師に任ぜ られ当植物栄養 ・肥料学科目を担当することが予定されている。この二年間には,
メロソ栽培での高価な ロックウール培地を簡単で安価なモ ミガラ培地で代替することや,複数根
系をもった作物体の育生を ミニ トマ トで実行すること等を試みて準備的成功をおさめている。 こ
れらの方法の原理は何れ も上記3項ec触れた東京都農事試験場の小沢氏等の創案によるもので
ある。この応用法に成功すれば,前者は安価で簡単な農民的方法の開発にな り,後老は作物のス
トレス対応試験等を学生にも容易に実施できる方法を提供することになろう。
以上に概略的に従来の経過を要約 したのであるが,新年度からは新規担当者のもとで,新 しい
植物栄養 ・肥料学研究室の独特の運営が行われるであろう。その成功を祈って筆を措 く。
土壌浄化法の圃場試験 開発した土壌水採取装置
畑での根系と土壌水の流路の
(赤城山麓にて)調査
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